
げ
、

参
3く

い
ノ

’
（ 一 ）

I
I

a
エ 1）

》 ｎ Ｆ
ド

ノ
／

夛 洲
》 〃

戸 口 Ｕ 》 曇 ） 〈 １１
一 今 一

隼 Ｉ Ｔ － ０ － Ｊ 戸

● 戸 似 蚕 ⑦
今

一 十 理 ｆ Ｆ

Ｊ や ｐ ‐
〉 戸

I
瀞 ‐ ｖ Ｏ

，

〆

Ｈ 翻 削 瀞 州

Ｊ 〔

●
二

一 IJ

、
エ

会

’

、

－ 〔 Ｐ Ｊ ｓ （ 一 。 ヨ メ ー イ 沙 ノ ヰ ‐ 脚 し 〆 ロ 。 宅 ｒ ｌ 寸 法 ）

ｊ

－

１ Ｐ 行 － ４ 戸 十 〆 ／ 十 Ｐ 〆 ・ ｌ

ｌ

ｖ ｎ ｌ

'1
II

II
雫

一

ハ
l
ﾉ
V

吸 〆 抑 ク

ハ

（ ワ ハ ド ） べ ｛ ０ ｝

扉
r
， I'

Ｐ 又 ｒ

牌
ド ジ 伊

。
《 夢 幻

〔 － ９ － × ‐ ‐ イ ル 〕

⑪
〔 一 。 一 ） ｒ ‐ 寸 峠

（ ６ ）
⑪

L
ノ

Lノ
〆

一 望 私 服 Ｉ 〆

〃

Ｊ 戸 斗

四Ｖ

で 函 了 ″ １ １ハ Ｐ

十 、 〆 Ｐ ・ ‐ Ｆ
〆

〉 へ 戸
L
ノ

（ 一 ’ 一 〕 ｒ Ｊ

⑪
、

g

や

ハ
ノ

IV

‐

r
、

八
l)

V

㈹
ノ

ド
l

,ﾉコ

、

の
I

ド
ノ

ー

～

Ｐ ０ ｛ か へ 。 四 壱 ｏ

の ‐ Ｔ 《 卜 呼 鼻 ； や



〆 － し

〆 ↓
④

○
ぐ

Ｈ Ｐ
（ 芦 ‐ ｖ 〃 ‐ ）

手 。

② Ｍ Ｉ ｌ － ｃ 当 Ｊ ｒ １ １ １ ツ イ ｏ ｂ

ｒ 望 創 ‐ Ⅱ Ｉ 陽 〒 ， 函 ） ” 〃 ， ‐ しの 間

一 ｂ － ｘ ０

十 8 ， 〆 型 ‐

A
I
I
V O

Ｉ ”

〉 ｒ Ⅱ の
⑪

(宇
ラ

－ ０ 割 Ｊ ｒ １ １ 少 ｌ Ｔ ｐ 〃 Ｏ

Ｕ 行 Ｆ － ０ － ｊ 〆 － １ シ ‐ イ ○ ０

ツ ハ

ハ
/
ﾉ
V

×
》 一

ー

Q_
E

○
宮

一 一
一

（ 、 〉 〕

、
|
、

〔 。 〉
k

’
｜

’

の ド 切

〆 吻

I
fノ

I

！
ｑ 凶 （ ‐ 叩 ）

″ Ｉ
(
D
I IJ
IU
J

ノ
○

四 ｌ
Ｐ の 胡

I

↓
‐

し ， Ｇ

伸
I

＋

凸 一 （ Ｉ 法 ）

I

%
↓

（ 一
〆

尼
’





ｒ 似 ソ

△
エ l)

｡
皇

一

/I
II

V

｛ ひ 》 ｉ 渓 ｒ ・

〆

G ⑰ － ０ １ － ， － ｊ メ ー

ハ
〃

V

◎

“ （ －

１ １

△
更

一

II
1ノ

ll
lノ

ll

⑪
－ ０ １ ｛ ○ 一 》 〆 ’１

へ

、 一 ‐ １ － ６ 垂 》 ｒ Ｊ Ｕ 戸

I

汁
卜

Ｊ 向 ， つ ハ ヅ ー

１
一

｛ ｄ Ｊ Ｊ ｒ

I
Ｊ 八 Ｆ ．

Ｊ ｒ

ロ か Ｐ
Ｉ

脾 伊 一

Ｊ Ｐ イ
V
I
I
A

Ｊ ｎ Ｐ Ｉ

Ｊ ｒ ｗ
｛ ６ 碑 Ｊ 戸

I
一

〆 I
I

－ ６ 型

Ｊ ｎ 千
ｎ － １ － ６ 帥 Ｊ ｒ Ｊ

⑪
、 － １ － ０ 画 ） ｒ ） （ Ｊ 伊 〆 ‐ 〕

￥
一

ｰ

ロ ハ

ll
V
I
M

①

ド Ｊ ｒ
ｕ ｒ 蝉

、



Ｊ ｒ
片

↓
上

“ 二

十
‐ 十 Ｒ Ｕ 夕 〆 刈 ‐

八
M
V

0

0
シ 〆 Ｊ ‐

、

吾
J や

ll 1㎡
の

rブ

！

が

誤 ‘ 〃 の
（ Ｇ Ｊ 〕 で － Ｗ

～

け
ば

一 ｏ 》 Ｊ ｒ ｌ Ｉ Ｉ 少

汁 １ Ｊ

II

《 〃 劃 ・ メ ー

八
〃

V

」
Ｉ Ｏ Ｃ

一

手 （ ざ

。

Z
⑰

＋ 君
〆

八
"
V

の

○

－ ０ 》 ） 〆 ｒｌ Ｊ

） 戸 ０

ド
ﾉ
w

ノ
フ ト

r
O ﾄ
j
炉

I 8

◎
雪 Iノ |亨

〆

「

ﾘノ |〆
牌 の 向

－
ｺ，

の
I一

I ノ

十 G

－

ご
-ノ

I
I

一

I

r
D ド

ﾉ《
ﾉﾉ 一

I

’ ’



（ ６ 〉 ） 〆ｌ
Ｇ

く
○

ﾊ
ﾉ
I
V

O ロ 割 r

ハ
〃

V

一



一 卦

叶

~や
~－

ﾆ
ﾑ
一

万 １ －

ハ ア ー ー ゾ ー

④ だ ） Ｃ 〈 ） 〃 ず 一 ） ， ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ｌ ‐ ‐ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ‐ ｊ

へ ｛ 十 Ｊ 存 ノ ゴ

ｎ ｛ イ ゴ 存 』

E-
f、 へ

一 今 ⑫ 、 『 イ 〕 戸 、 ノ 、 〆 〆 凶

》

〔 Ｊ 侭 ） Ｍ Ｗ

一 一 伽 伊 夢 糾 混 （ Ｊ 制 《 ） 梛 ← ぃ 別 家 抑 〆 叫 〆 、② 。 ‐ 《

砲 （ 言 一 Ⅱ

一

一

■ 日 日 ｒ ８ Ⅱ Ⅱ Ⅱ ８ ８ ０ ０

倉 ド

ハ ゾ ヲ

斗 口 か 一 ” “ ‐ ‐ １ １ ‐ １ １ ， 一

脚
声 喫

９ （ や ）

胸 ， ｗか 芦 〉 リ ｌ

Ｐ ｒ 卓

（ 》 〆 ） ． Ｍ 〃

牛 （ 叩 ）

ｎ ｌ Ｉ － ｖ ， （ 戸 Ｉ 一 ソ 一 ・ ‐ ｌ ‐ 仰 Ⅱ 腋 し ‐ 〆 十 一 ’ 一斗 戸 云 小 一 〉

頁 ’ 一

ハ ヤ 〆 イ ー ｊ 一 Ｖ 一 ・

〔 Ｊ 〆 、 一 Ｍ Ⅳ 。 〃 （ ’ １ 一 ソ

〔 Ｊ 戸 ） ‐ Ｍ Ⅷ
r
ノ

底
'一

f
F ､'

1

一

Iノ
ll

I)

－１ １
ｒ

（ （ ’ イ ヌ 炉 ）

一

一 十 〉 ｒ

II
|ノ

恨 一 Ｉ
（ 一 十 Ｊ 伊 ソ 碑

味 向 ご （ 》 戸 ）
伽 －１ １

， （ イ メ ｆ ） ぞ

（ － ４ ． ） ｒ ソ 町

F 一

〃 ” 一 、 》 戸 去

ﾛ

ll
口 ィ 芦 叢 生

へ
） ｇ エ

兵 ， 一 イ 芦
》 ‐ 副 署 ● 叫 ぶ ｒ 曲 耶 一

ゴ ハ ヌ ー ー ） 一 〃 Ｊ 一 ６

タ イ 一

〆



》 割 銅 夕
c－

ｲ。
） Ｆ Ｖ Ｃ 戸 〆 Ｉ 伊

〉 、 ハ Ｇ ｐ 〆 幽 ・

（ ６ ） 、 （ ’ 十 〕 Ｆ

〔 Ｊ ｒ ） 刎 叩

州 剖 沸 イ ム ・ 〃 ， 《 ｖ 〃 ・ 戸 夕 夛 《 “ が が 糾 〆

斗 畢 ｛ ‘ 〃 ｜ Ｗ 島 剛 〆 喫 ← 抄 叫 声

一

一

一 ｃ “ ハ ー ‐ イ ゾ 炉 ヅ リ ッ 〔 Ｉ 咋 言

） 〔 』

ｒ ’

千 ツ ハ ｛ ‐ イ 、 ） 四

Ｊ １ 一ハ Ｊ か Ｉ レ

ー

） 小 Ｆ－ ６ （ ｛ イ Ｊ 戸 四妙 ノ ー ↓ ぜ １ １ 伽 一 Ｊ （

Ｇ Ｉ
（ （ Ｉ イ ｎ Ｊ ｗ《

戸 § 斗 升 菟 ・ ・ ‐ ’ し 一 ・ 章 三 ） ▽ 〆 ‐ ず 〆

ﾋ
ノ

一

一 ‐ イ ｎ ｖ ｏ 制 と 、 剣 細 刷 Ｊ ｗ Ｖ Ｏ

一 十 Ｐ ｖ Ｏ 明 Ｕ卜
、 （ ｌ イ Ｐ ） 》 ｖ ｏ

一 一

〕 一 Ｐ 小 伊 歌 〕 恥 八 ○

Ｉ ｌ

｛ ０ － （ （ 十 メ ３ ） 八 誤 Ｉ ル 》 、 ，

上

／
~
、

ロ ハ Ｊ ｖ ｌ －

L
ノ

」
十

’ 一

’ 一
ｃ Ｐ

Ｊ 〆 ，
ぴ



一 一 ４ ， Ｊ 戸斗 〔 ） 戸 ） Ｉ

色
--

ト ー

一 当 戸

一

Iノ

’
c－

f奇
〔

一
十

貢
ゾ ハ ル 服 ０

Ｆ

勾戸 四 ） ０ １ ０ Ｊ

‐ 』 し ‐ （ 一 ’ イ Ｊ 〆 ） Ｎ

〔 Ｊ 戸 ） 〃 叩 ，

〔 Ｊ 戸 ） Ⅳ Ⅷ

認 〃 Ｐ 戸
斗 〔

｜

一 、 ‐ ‐ ・ 蝋 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 一 一 ‐ １ １ ． １ Ｗ 《 訓 刈

ル ハ

ー

前 刈 ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ メ ） 〃 ． 叶 〔 Ｐ ‐ ゾ ー イ 牛 （ （ Ｐ ノ （ 艶 ｒ ｌ ｏ ク

詞
ﾉノ

α
っ

lt
'･

J

が’ ’

一 十 Ｊ ｒ ） 脚 、

一 Ｐ 一

一 十 ル メ ー 呵 〆 ＋ 副 （ ｛ ィ ｃ

,l
l'

Ｐ ″ １ ６

一 イ ル ， Ｊ Ｆ ‐ ！ 叫 〆
一 ｆ

牌 浄 時 ？ ｛ Ｉ

〔
一

十
へ

◎

写 〃 一

ー <-
-}

弓

一 一

｛ 〃 ） 〃 峠 一 斗 ｛ ・ ） 〃 １ ‐ １千

戸
-
－

一一

Ｐ

牛 （ Ｐ ） （ ） ｒ ｊ ｐ ）

へ具 父 ｊ ‐ 一

〕 Ⅱ ， ユ 〔 一 十 Ｊ 〆 一（ － １ イ 〉 戸 ）

い 〉 、

－
一

J



》 ｎ Ｖ ６

ゾ ハ ハ ０
ジ ハ ゾ ６

〉 か 八 ｏ

ノ ー
’ 一

ｇ 〆 剖

Ｊ が

ヌ 〆 刈 〆
P

◎

G

一 ‐ 「 細 い 》 ｒ

炉

〕 戸 ，

、／
八

一 十 昨 Ｊ ハ ー ー 一
吋 Ｊ 〔 〆 、

一 ナ Ｐ

｛ ず 戸 ｖ ６
Ｖ Ｄ

ワー ｊ

（ ゴ イ 戸 ゾ ド ｖ ○



’
ロ ハ ゾ ０ シ 〆 洲 Ｆ

一 ｏ 》 〔 一 十 Ｊ ｒ 、 ） 川 川

一 一 一

〆 ｊ 昨 メ ド イ 叫 ヌ ’ 四 千 メ ギー １ １
戸 一 ’ 十 Ｐ ） 半

Ｊ ハ ハ ０

） 〔 Ⅲ 何 ら

牛 〔 Ｊ ｒ ） 〃 一 壷 へ ｛ イ メ ） 胃 〃 ． 千 一 句 函 夕 一 Ｐ ｘ － ４ ｆ 夕

ｊ

ｐ 〃 ‐ ０

’ ’ 一 Ｊ か

一

苛 劃 戸 ） 〃 卦 ハ タ ゾ 子 諄 ｐ 二 〆 ！ Ｐ 一 十 叶 汁 ８ （ 浅 ‐ Ｐ ）

一 一

円

こ
_卜

牛 （ ・ ） ″ ○

一
〆

（ ） 戸 ）

f
－

’
P

〃

’
一 ｛ 一

千 ハ メ ） 〃

’
一 ｔ イ Ｊ で

｛

○
一

ー

く
ｲ弐

一

I
へ 。

ー

Iノ

ー

－

ｐ ゾ Ｏ Ｖ Ｉ 一

Ｐ 〕 ｊ ’ 一

一
ｲー

敬 一 （ 〃 ） 〃 １ － 、 牛 へ 四 一 ・ ） 〃 戸

－１

へ 一 十 Ｊ （ ） 少 １ －

叫 剛 卵 が 卦

（ 訓 釧 川 副 Ｊ 引 紳 ｖ Ｇ や 〆 ） 柳 （ 一 心 ‐ げ 。

１ １ 〃 Ｉ ｌ Ｉ ｌ ｌ ゾ ヱ

ヘ ○ ○ 戸 Ⅱ 灯 Ｕ ）イ （ － １ イ ｏ ） 千

一

（ 令 ）

今 （ シ へ 〉 《 ） 〃 ’ － １ １ １
牌

牛 （ ） ｒ ） 〃 ，

へ （ ＋ ） （ ） 》 、

、

一

行
〃

生 ″ ○ ヶ メ タ （ ず ７ 詞 司

御 一 吋 。

到
一

牛 へ 亜 Ｌ ） （ ）

′7
戸

Ｉ Ｉ Ｐ ） 手

の’ ’

八 一 十 Ｊ の 〕 千



利 魂 計 、

一 ｃ ⑪ （ （ 十 当 ｒ ）

八 ） ハ ー ト
ヅ

心 〆 ， 一 Ｗ

〉 戸 十 叫 Ｊ 戸 ハ 罵 鯛 ″ ０ Ｖ ク ラ 夢 晃 〆



》 川 祁

｡ 穴
醒

一

。
宮 夏

q亘

潟 の
Ｐ 〉 （

ノ

１ 画

Ｉ の

、

》 一 Ⅱ 〔 Ｊ 戸 ）

》 一 （ ″
ll

ﾉ
』

〃
″ 小 （ メ イ ー ）

ノ

ド
レ

－

へ

（ 凹 〆 十 一 ）

ｐ Ｉ Ｊ 戸 ‐ 千 一 〕

牌 の
の

イ ー

の 牌 Ｊ 〆 斗

r
O

Ｆ メ ー

ド メ
ー

-f
イ

ド メ ー ィの

皿 ‐ ） 戸

〉 六 ・ Ｐ の

Ｊ 戸 （ の ｐ ‐ メ ）

ｖ Ｏ
戸 口 ‘ 〆 十 一 〕 行 Ｆ Ｊ ｒ ）

〆 Ｊ 戸

脾 の

～

（ の Ｐ Ｊ 戸 ） へ Ⅱ

ｅ 』 諦 坪 Ｐ〃 坪

－

Ｐ の
負 》 ｒ



○
つ

⑥） 戸

ｊ ， ｐ ｉ Ｊ 戸

） 戸
〉 戸

ﾊ
ﾉ
ﾉ
V

O
」

」
Ｕ （

〃 ”
⑩

十 ８
／

牌 ’ 〉 戸

の

8

ゾ

ジ ｒ １ Ｊ Ｏ’
八

〆 計 〕

負 伊 ‐ 制

夕 何 Ｊ
〃

’
』 た い

脚
砕 一 夢 妨

。 ’ ） 戸 Ｉ
”

’
２ １ －

」
I一

－
、

Ｉ い

の

」
十

ｒ Ｊ ｎ
斗 ○ ６

十 ２

|』
,‐

1ノ I

r′
ノ

ー

」
勺

-ヱ

１ ８

|”
の
"

」

一
一

ラ
ー 1

の Ｐ Ｉ 〕 ｒ
I I

仰 の
１ １ レ ナ Ｃ Ｏ

一
】

ノ
r
J
/
一

当 Ｊ ， 〆
G （ 匂

、
し

〆

Ｐ ） 戸

小 胆 ｌ レ ワ ヮ ○

ｊ Ｊ ＋ Ｏ ｏ

シ



Iγ 酔 廟
つ ハ 刎 打

一 〉 合 一 紺
r
O

◎

の 重 仇

Ｊ 戸
祠 向 ざ

阿 鄙

一 メ
ノ

0

(一
十

〃
〔 ） Ｆ ）

帥 が
元

小
一 イ ｖ 戸

ｒ ０ 可 計 ）

〃
(
D 刀

、
ﾝ＝

↓
⑯ 芦

一

斗 ‐ 創 叉 峠 〆 ‐ ィ

ｐ ワ ｊ

Ｊ

Ｏ 〃
ｆ ｌ ｉ

Ｊ 戸 夕

一

十 洲

ロ 戸 ｖ Ｏ

リ ハ ハ ｒ 心 〕

一

ノ

ア

一
一

卦
／

刀
汀

〉 、 半
一 Ｗ

〉 戸

刃 献

０ ９ ０ ． ０
ｎ Ｊ

十
○

十
◎

ｎ 亘 ’ 一 ） 一

|‐
|－

云 一
一

n ヌ

ダ ー ー

リ （

ｒ

の 戸 亙 Ｕ の

〉 戸

一 〃
’

ー ノ
ノ



1

ノ

ー

o
－

o
F
－

－

<
b 〆 I

三
’

一

’
一 々 亥 の 一 が 〃

一

－ ６ 》 （ 一 斗 〆 〉 〃
心

○
一 メ ー ハ ー

ｘ ’ 一’

一

〃 １ １

か 〃 ‐ ０ が 一

の ） 戸 〃
一

‘
－

○
〃

｝
一 十

芦 ， ‐ し
〆

（
｜‐

ゴ
ー

ー

ロ ハ 十
ﾉ
ヘ

〆 戸
G
F
－

（
↓ 〆 〆 斗 ‐ ‐ ‐

〆 ． ＋ 小 ） 戸 い ‐ ‐ 封 』 （ 牟 十 ‐ ！ ‐ ‐

一

三
ﾉー

一 忽 次
|ノ

〆

ア ダ の 一 〃

←
Ｃ

|‐
１ Ｊ イ ゥ ０

の 一 が

ゴ

ー
一

f
o

戸 〆

ｖ 〔

エ
） 戸

の 夕
r
O

／
） 〔

一 幻 牟 一 Ｕ ，

Ｊ 戸 川 ” ○ 一 〃 恥 三 由

I
〃

』
○

ﾄﾉ
l;

一 眼 一 つ

が 恥 Ⅳ ０

一
劃 〉 （ 戸

計 。 『 （ う 認 ね 。

〃 0

し



へ
C

、

○ Ａ ア ハ Ｚ
ハ

の

刀 Ａ 一

Z
刀

・
乙

’
/
o
g

畝 ｗ 沸

刀 〆

斗

11
r
~
､

巽 汰

一 ⑥
|戸

r'
|元

|ァ
Z 、

_ノ
《

/
J
J

ゴ ー Ｚ
乙 剖

P

〆 〆
､

|ノ

zI
7｡

莚

ア ー
Z 一

ゴ Ｖ ｚ
罪

z
ﾉ
ｱ
〉

、
-…

1 乙

で
一

一

む
ゞ

'夷
＞

ざ
0



一

ワ
ご

)く

油 叩 （ 一

2
戸 Ｖ 一

ゴ 貢ｌ
ア ダ

qふ
ハ

レ

コ
、

I､
"

ノ
ー

計 釧 恥 別 つ 一 Ｊ

.1
1/

lr

」
P

卜
0

G
I､

"
一 ○ い ぶ

6

少

〆
ひ

脚

（ 。
甲 一

II

~

一 Ｇ 口 千 ・ ル ｕ
ｌ

〆

ｗ

－ ０


